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承認書　


　別紙申請人（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

の農地法第　　　条の規定による許可申請書は、正当なものと認め承認する。


　　　　　年　　　月　　　日

　　　　海津市農業委員会委員
　　　　　　　　　　　　　　　　○


　　　　海津市農事改良組合長（又は区長、自治会長）
　　　　　　　　　　　地区　　　　　　　　　　　　　　○

　　　　　　　　　　　　　　　　　記　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　
	申　　　請　　　地　　の　　表　　示
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注）
・事前に電話連絡等により、訪問日時の了承を得ること。
・許可申請書一式を持参し、申請内容を説明すること。
・原則、農事改良組合長（又は区長、自治会長）の承認を得た後、農業委員の承認を得ること。
・承認者が、申請関係人の場合は、副役員や地域代表となる方の承認を得ること。


誓　　　約　　　書


海津市農業委員会長　宛

　農地法第　　条の規定による農地転用許可申請書の提出に際しては、下記事項を遵守することを誓約します。

　　　　　　年　　月　　日


　　　　　　　　　　　　　　　　　住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　転用事業者

　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞



記

１．許可申請書に記載された事業計画に従って、期限内に工事を完了すること。

２．許可申請書に記載された転用事由を変更する必要が生じた時は速やかに変更申請書を提出し、委員会の承認を得ること。

３．工場等の建設については、公害の生ずることがないよう万全の処置を施すことは
勿論、万一将来において公害を出した場合はその責任を負うこと。

４．宅地造成等に伴う道路敷（法面）の埋め立てについては、所轄土木事務所（又
は市役所建設部）の指示に従い規定の工事を施工します。尚、工事完了後、速
やかに工事完了報告書を提出します。

５．隣接農地において紛争が生じた際は、隣接地耕作者及び隣接地土地所有者と
転用事業者と協議の上、責任をもって解決します。　　　




